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２．出席議員は次のとおりである（１１名）
１番　平　岡　　　毅　　　　　　　２番　竹　川　秀　明
３番　稲　田　雅　士　　　　　　　４番　松　本　　　進
５番　家　森　建　昭　　　　　　　６番　中　平　好　昭
７番　脇　本　茂　紀　　　　　　　８番　赤　松　良　雄
９番　石　原　賢　治　　　　　　　10番　渡　邉　國　彦
　　　　12番　辰　田　真　司
３．欠席議員は次のとおりである（１名）
        11番　寺　尾　孝　治
４．説明のため出席した者

管 理 者　藏　田　義　雄　　　　　副管理者　小　坂　政　司

副管理者　高　田　幸　典　　　　　副管理者　荒　谷　泰　範
事務局長　　　西  国　豊　  　　　総務課長　　　河　本　聖　治

施設整備課長　角　保　誠　一　　　業務１課長　　松　本　昌　陽

業務２課長　　平　上　真　一　　　業務３課長　　藤　本　博　明
業務４課長　　大　島　謙　治
５．職務のため出席した者

総務課庶務係長　田　安　英　男　　総務課主査　　前　川　知　恵　子
総務課主査　　岡　崎　　寛
…………………………………………………＊…………………………………………………

（午後３時00分　開議）
○議長（家森建昭議員）　皆様、本日は週末の土曜日ということで、また何かとお忙しい中をご参集賜りまして、誠にありがとうございます。
  本日は、東広島市の寺尾議員から欠席する旨の届けを受けておりますので、ご報告をいたします。

また、荒谷副管理者から欠席の連絡を受けておりますので、あわせて報告をいたします。

ただいまの出席議員は11名であります。

定足数に達しておりますので、これより平成24年第２回広島中央環境衛生組合議会定例会を開会いたします。

直ちに、本日の会議を開きます。本日の議事日程は、予めお手元に配布したとおりであります。

この際、諸般の報告を行います。

まず、竹原市議会選出の北元豊議員、脇本茂紀議員、小坂智徳議員から、10月31日付けで議員辞職願が提出され、同日付で辞職を許可いたしましたので、会議規則第80条第２項の規定により報告いたします。

次に、監査委員から例月出納検査の結果報告がありました。その写しを配布しておりますので、ご覧いただきたいと思います。

以上で諸般の報告を終わります。

これより、日程に入ります。

…………………………………………………＊…………………………………………………

○議長（家森建昭議員）　日程第１、議席の指定を行います。

このたび、竹原市から選出されました議員の議席は、会議規則第４条第１項の規定により、議長において、ただいま着席されております、稲田 雅士議員３番、松本 進議員４番、脇本 茂紀議員７番を指定いたします。

…………………………………………………＊…………………………………………………

○議長（家森建昭議員）　日程第２、会議録署名議員の指名を行います。
本日の会議録署名議員は、会議規則第71条の規定により議長において、３番稲田雅士議員、４番松本進議員を指名します。
…………………………………………………＊…………………………………………………
○議長（家森建昭議員）　日程第３、会期の決定の件を議題といたします。

お諮りします。

本定例会の会期は、本日１日限りとしたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「なし」との声）

異議なしと認め、よって会期は、本日１日限りと決定いたしました。
…………………………………………………＊…………………………………………………
○議長（家森建昭議員）　日程第４、副議長選挙を行います。

お諮りいたします。

選挙の方法は、指名推選により行いたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「なし」との声）
異議なしと認め、よって選挙の方法は、指名推選によることに決しました。
お諮りします。

指名の方法につきましては、議長において指名することにしたいと思います。これにご異議ございませんか。
（「異議なし」との声あり）
異議なしと認めます。よって、議長において指名することに決しました。
広島中央環境衛生組合議会副議長に稲田雅士議員を指名します。
お諮りします。

ただいま、副議長において指名しました稲田雅士議員を、広島中央環境衛生組合議会副議長の当選人と定めることにご異議ございませんか。
（「異議なし」との声あり）
異議なしと認めます。

よって、ただいま指名しました稲田雅士議員が、広島中央環境衛生組合議会の副議長に当選されました。
副議長に当選されました稲田雅士議員が議場におられますので、本席から会議規則第32条第２項の規定により、当選の旨告知をいたします。
稲田議員、当選承諾及びご挨拶をお願いいたします。

◎３番（稲田雅士議員）　（登　壇）
このたび、広島中央環境衛生組合の議員に選任され、ただいま議員各位のご推挙を賜り副議長に就任することとなりました。

副議長として職務の重さを痛感するとともに、身の引き締まる思いをいたしているところでございます。

微力ではございますが、皆様方の御協力をいただきながら、組合の発展と住民福祉の向上のために最善を尽くしてまいる所存でございます。

何卒、議員各位におかれましては、より一層のご指導ご支援を賜りますよう心からお願いを申し上げまして、簡単ですが副議長就任のあいさつとさせていただきます。
どうもありがとうございました。
○議長（家森建昭議員）　ありがとうございました。
以上をもって、副議長選挙を終わります。

…………………………………………………＊…………………………………………………
○議長（家森建昭議員）　お諮りします。

この際、説明員として本会議に管理者並びに委任を受けた者の出席を求めたいと思います。
これに、ご異議ございませんか。
（「なし」との声）
異議なしと認めます。
暫時休憩いたします。

（午後３時05分　休憩）

…………………………………………………＊…………………………………………………

（午後３時06分　再開）
○議長（家森建昭議員）　それでは、管理者から招集に当たりあいさつがありますので、これを許します。

○管理者（藏田義雄管理者）　議長。

○議長（家森建昭議員）　藏田管理者。

○管理者（藏田義雄管理者）　　　（登　壇）

皆様こんにちは。
  先ずもって、新たに組合議員といたしまして選出されました竹原市議会議員の皆様方、先ほど新副議長に選ばれました稲田新副議長に対しまして、お祝いを申し上げますとともに、組合発展のためにご尽力を賜りますよう、切にお願いを申し上げる次第でございます。
  議員各位におかれましては、平成24年の第２回広島中央環境衛生組合議会定例会を招集をさせていただきましたところ、年末で何かと御多用の中にもかかわりませず御参集を賜りましたこと、まことにありがとうございます。また、平素から当組合の事業の推進につきまして、多大なるご協力をいただいておりますことに対しまして、深く敬意を表する次第でございます。

さて、本日の定例会に提出をさせていただいております議案は、監査委員の選任同意について、そして平成24年度一般会計補正予算（第１号）及び平成23年度の一般会計歳入歳出決算の認定についての３件でございます。
これらの案件につきましては、後ほど事務局より提案説明をいたしますので、何卒慎重にご審議の上、適切なるご議決を賜りますようお願い申し上げまして、開会のあいさつとさせていただきます。

どうぞよろしくお願いいたします。
○議長（家森建昭議員）　以上で管理者のあいさつを終わります。
…………………………………………………＊…………………………………………………
○議長（家森建昭議員）　日程第５、同意案第４号「監査委員の選任の同意について」の件を議題といたします。
　ここで地方自治法第117条の規定により、赤松議員の退席をお願いいたします。
暫時休憩いたします。

（午後３時09分　休憩）

…………………………………………………＊…………………………………………………

（午後３時09分　再開）
○議長（家森建昭議員）　再開いたします。
提案者の説明を求めます。
◎事務局長（西国豊事務局長）　議長、事務局長西国。
○議長（家森建昭議員）　西国事務局長。
◎事務局長（西国豊事務局長）　（登　壇）
　ただいま議題となりました、同意案第４号「監査委員の選任の同意について」の説明を申し上げます。なお、説明は水色の議案説明書で行いますので、宜しくお願いいたします。

　それでは、議案説明書の１ページをお願いいたします。

　提案の理由でございますが、広島中央環境衛生組合議会議員のうちから、新たに監査委員１名を置くため、その監査委員の選任について議会の同意を求めるものでございます。

　監査委員に選任される者につきましては、住所が豊田郡大崎上島町原田２番地13、氏名が赤松良雄氏で、昭和29年12月30日生まれで、現在57歳でございます。
　なお、赤松氏は、平成11年９月20日に当時の大崎町議会議員に就任され、平成15年４月１日から現職の大崎上島町議会議員を務められ、平成21年４月１日から現在まで大崎上島町議会の常任委員会である、総務福祉文教常任委員会委員長に就任されておられます。
　根拠法令につきましては、広島中央環境衛生組合規約第12条第２項によるものでございます。
　説明は以上でございます。どうぞよろしくお願いします。
○議長（家森建昭議員）　説明が終わりました。

お諮りいたします。

本案は、人事案件でありますので、質疑、討論を省略し、直ちに採決に入りたいと思います。これにご異議ございませんか。
（「異議なし」との声あり）
異議なしと認めます。

よって、これより採決いたします。

同意案第４号「監査委員の選任の同意について」は、これに同意することにご異議ありませんか。
（「異議なし」との声あり）
異議なしと認めます。よって、本案はこれに同意することに決しました。

赤松議員の入場を許可します。
暫時休憩いたします。

（午後３時11分　休憩）

…………………………………………………＊…………………………………………………

（午後３時12分　再開）
○議長（家森建昭議員）　再開いたします。
本案は、議会の人事ではありませんが、赤松議員が議場におられますので、就任の承諾及びあいさつをお願いいたします。
◎８番（赤松良雄議員）　（登　壇）
ただいま監査委員の選任の同意をいただきました。誠にありがとうございました。
広島中央環境衛生組合の監査委員として、また２人の先輩監査委員と一緒に、行財政の公正で効率的な運営をするため、誠心誠意努力してまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。簡単ではありますが就任のあいさつといたします。よろしくお願いいたします。
○議長（家森建昭議員）　ありがとうございます。
…………………………………………………＊…………………………………………………
○議長（家森建昭議員）　日程第６、議案第５号「平成24年度広島中央環境衛生組合一般会計補正予算（第１号）」の件を議題といたします。

提案者の説明を求めます。

◎事務局長（西国豊事務局長）　議長、事務局長西国。

○議長（家森建昭議員）　西国事務局長。

◎事務局長（西国豊事務局長）　（登　壇）
ただいま議題となりました議案第５号「平成24年度広島中央環境衛生組合一般会計補正予算（第１号）」について、ご説明申し上げます。
まず、白い表紙の平成24年度広島中央環境衛生組合補正予算書をお出しいただき、その１ページをお願いいたします。
平成24年度広島中央環境衛生組合一般会計補正予算（第１号）につきましては、第１条にありますように、歳入歳出それぞれ4,123万1,000円を減額し、予算の総額を歳入歳出それぞれ、35億3,815万9,000円とするものでございます。
第２条では、地方債の変更を行おうとするものでございます。
２ページをお願いいたします。
第１表歳入でございますが、１款１項負担金を1,265万1,000円減額し、補正後の額を31億9,057万3,000円とし、５款１項雑入を1,692万円増額し、補正後の額を8,049万5,000円とし、６款１項組合債を4,550万円減額し、8,200万円とするものでございます。
歳出につきましては、２款総務費及び３款衛生費について増額補正を行おうとするものでございます。
次に３ページをお願いします。
地方債の補正でございます。
これは、竹原安芸津環境センターの延命化に係る工事請負契約額の確定により、当初の起債限度額１億2,750万円を8,200万円とするものでございます。
歳入歳出の内容説明につきましては、水色の表紙の予算に関する説明書に沿って説明をさせていただきますので、お開きください。
その説明書の４ページ、５ページをお願いをいたします。
まず、歳入でございますが、
　１款１項２目総務費負担金は、異動に伴う職員給与費等の増額によるものでございます。
３目環境衛生費負担金は、異動に伴う職員給与等の増額、及び竹原安芸津環境センターの延命化に伴う契約額の確定による減額でございます。
５款１項１目雑入は、平成10年度の賀茂環境衛生センターごみ処理施設増設工事の入札談合事件に係る、落札業者に対する損害賠償請求訴訟に係る判決に伴う損害賠償金、総額４億6,960万8,724円のうち訴訟費用分のみの歳入をお願いするものでございます。
この補正につきましては、起債の繰上げ償還金及び国庫補助金につきましては、訴訟終了後に一括精算となったことから、弁護士費用のみの補正としたものでございます。
続きまして６款１項１目衛生債は、竹原安芸津環境センターの工事請負契約額の確定に伴う減額でございます。
６ページ、７ページをお願いいたします。

歳出でございますが、２款１項１目一般管理費は、異動に伴う職員給与費等の増額でございます。
８ページ、９ページをお願いします。

３款１項１目賀茂環境衛生センター費は、異動に伴う職員給与費等の増額を、また電気使用料の単価の上昇によります需用費の増額のための予算の組替え、さらに入札談合事件の損害賠償のうち、弁護士費用に係る委託料の増額をお願いするものでございます。
２目賀茂環境センター費及び９目施設整備費は、異動に伴います職員給与費等の増額でございます。

４目竹原安芸津環境センター費は、ごみ処理施設の延命化に係る工事請負費の契約額の確定による減額でございます。
10ページ、11ページをお願いいたします。

地方債の現在高見込みに関する調書でございます。

今年度借入限度額が8,200万円となるため、当該年度末の地方債の現在高の見込額を35億7,460万6,000円とするものでございます。

説明は以上でございます。どうぞよろしくお願いします。
○議長（家森建昭議員）　説明が終わりました。

本案に対する質疑を行います。

（「なし」との声）

○議長（家森建昭議員）　質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」との声あり）

○議長（家森建昭議員）　次に、賛成討論の発言を許します。

（「なし」との声あり）

○議長（家森建昭議員）　これにて討論を終結します。

これより採決いたします。
議案第５号「平成24年度広島中央環境衛生組合一般会計補正予算（第１号）」は、原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。

（賛成者挙手）
○議長（家森建昭議員）　挙手全員であります。よって、本案は、原案のとおり可決されました。
…………………………………………………＊…………………………………………………
○議長（家森建昭議員）　日程第７、議案第６号「平成23年度広島中央環境衛生組合一般会計歳入歳出決算の認定について」の件を議題といたします。
提案者の説明を求めます。

◎事務局長（西国豊事務局長）　議長、事務局長西国。

○議長（家森建昭議員）　西国事務局長。

◎事務局長（西国豊事務局長）　（登　壇）
ただいま議題となりました、議案第６号「平成23年度広島中央環境衛生組合一般会計歳入歳出決算の認定について」説明をさせていただきます。
白い表紙の平成23年度広島中央環境衛生組合一般会計歳入歳出決算書によりまして説明をいたしますので、お出しいただきたいと思います。
決算書の２ページ、３ページをお願いいたします。

まず、歳入でございます。
歳入の合計は、１款分担金及び負担金から６款の組合債まで、予算額35億895万7,000円に対し、34億8,062万5,667円でございました。

次の４ページ、５ページをお願いします。

歳出の合計は、１款議会費から５款予備費まで、予算額35億895万7,000円に対し、歳出合計が34億8,062万5,667円で歳入歳出の差引残額は０円でございます。
８ページ、９ページをお願いいたします。

これより歳入歳出決算事項別明細書になります。

まず、歳入でございます。

１款１項負担金でございますが、１目議会費負担金、２目総務費負担金、３目環境衛生費負担金、４目公債費負担金、次の10ページ、11ページでございますが、５目予備費負担金となっており、負担金合計額が、30億9,128万1,673円でございます。

負担割合は、広島中央環境衛生組合負担金条例に定めるところによるものでございます。
同じく10、11ページの２款１項１目１節環境衛生使用料は、組合所管の各処理施設の使用料、及び西条町上三永にございます多目的広場の使用料でございます。

次に、３款１項１目１節の環境衛生費国庫補助金は、大崎上島クリーンセンターの基幹整備事業に係る循環型社会形成推進交付金、並びに新施設の造成基本設計策定業務に係る交付金でございます。
５款１項１目１節雑入の主な収入は、有価物の売払収入でございます。

12ページ、13ページをお願いします。

６款１項１目１節清掃債は、竹原安芸津環境センターの施設の延命化のための請負工事に係る、ごみ処理施設整備事業債でございます。

以上、歳入総額は34億8,062万5,667円でございました。

続きまして歳出でございます。

14ページ、15ページをお願いします。
１款１項１目議会費でございますが、この目では、組合議会議員12名の議員活動にかかる経費を賄っております。また、施設の視察研修等を実施しております。

２款１項１目一般管理費は、組合の一般管理に関する経費を賄っておりまして、支出の主なものは、事務所費並びに職員２名の給与費等でございます。

16ページ、17ページをお願いいたします。
　また、派遣職員の給与につきましては派遣協定によりまして、19節負担金、補助及び交付金において総務課職員の人件費相当分を、東広島市３名分及び竹原市１名分を負担金として支出しております。

派遣職員につきましては、１課、２課及び施設整備課でも同様に処置をしております。

18ページ、19ページをお願いいたします。
２項1目監査委員費は、監査委員３名の報酬及び費用弁償等でございます。

続いて３款１項１目賀茂環境衛生センター費でございます。

この費目では、可燃ごみ処理施設維持管理事業、し尿処理施設維持管理事業、周辺地域振興事業の３つの事業を行っております。

可燃ごみ処理施設維持管理事業では、東広島市のうち安芸津町を除いた地区から搬入される可燃ごみ、可燃性粗大ごみ、し尿処理施設から出る汚泥を焼却処理しております。
　主な支出といたしましては、次の20、21ページになりますが、13節委託料のごみ処理施設運転管理業務、焼却灰等運搬業務や、14節使用料及び賃借料の施設の延命化に係るリース料等がございます。

し尿処理施設維持管理事業では、同じく東広島市のうち安芸津町を除いた地区から搬入される、し尿、浄化槽汚泥の処理に要した費用でございます。

主な支出としては、同じく13節委託料のし尿処理施設運転管理業務がございます。
周辺地域振興事業では、賀茂環境衛生センター多目的広場施設の維持管理に要した費用と、賀茂環境衛生センター周辺の地域振興として、19節備考欄に記しておりますが、水道事業に対する負担金や、次の22、23ページになりますが地元の団体への補助金等がございます。

続いて同じく22、23ページでございますが、２目賀茂環境センター費ですが、24、25ページに跨っております。
この費目では、不燃ごみ処理施設維持管理事業、最終処分場維持管理事業、ペットボトル等処理施設維持管理事業の３つの事業を行っております。

不燃ごみ処理施設では、東広島市のうち安芸津町を除いた地区から搬入される不燃性粗大ごみ、資源ごみ、有害ごみの処理に要した費用でございます。

主な支出としては、11節需用費の定期、突発の修繕や、13節委託料の粗大ごみ処理施設運転管理業務等がございます。
　最終処分場では、同じく安芸津町を除いた地区から搬入される埋立てごみ、不燃性粗大ごみの処理残渣、賀茂環境衛生センターから搬入された焼却灰の埋立処分や、浸出水の処理及び地元協定に基づく公害監視委員会の事務等に要した費用でございます。

主な支出でございますが、13節委託料の最終処分場管理運営業務及び浸出水処理施設運転管理業務等がございます。
ペットボトル等処理施設では、同様に安芸津町を除いた地区から搬入されるペットボトル、リサイクルプラの処理に要した費用でございます。

主な支出といたしましては、11節需用費の定期的、突発的修繕や、13節委託料のペットボトル等処理施設運転管理業務等がございます。

続いて同じく24、25ページでございますが、３目安芸津クリーンセンター費でございます。この費目はし尿処理施設に要する経費で、東広島市のうち安芸津町から搬入される、し尿、浄化槽汚泥の処理に要した費用でございます。
続いて、４目竹原安芸津環境センター費でございますが、この費目は、竹原市及び東広島市安芸津町から搬入される可燃ごみを焼却処理するのに要した費用でございます。

次の26、27ページをお願いします。
支出の主なものですが、13節委託料のごみ処理施設運転管理業務、15節工事請負費ではごみ処理施設機械整備工事がございます。平成23年度では給塵装置、ごみ破砕機の更新や、排ガス分析計の更新等を実施しております。なお、財源としてごみ処理施設整備事業債を充当しております。
次に28、29ページをお願いいたします。

５目竹原安芸津最終処分場費でございますが、この費目は、竹原市及び東広島市安芸津町から搬入される不燃ごみ、資源ごみ及び竹原安芸津環境センターからの焼却灰等の処理に要した費用でございます。

主な支出としては、13節委託料では最終処分場運営管理業務、不燃ごみ中間破砕処理業務や、15節工事請負費で埋立地の堰堤工事、並びに雨水排水対策工事を実施しております。
次に６目竹原クリーンセンター費でございますが、次の30、31ページに跨っております。

この費目は、竹原市から搬入されたし尿及び浄化槽汚泥の処理に要した費用でございます。

続いて同じく30、31ページでございますが、７目大崎上島環境センター費でございます。
この費目では、大崎上島町の可燃ごみ、不燃ごみ、資源ごみ、有害ごみの処理に要した費用でございます。

次の32、33ページをお願いいたします。

主な支出でございますが、11節需用費での定期的、突発的修繕や、13節委託料では不燃物中間処理業務、粗大ごみ処分業務、焼却灰処分業務等がございます。

続いて、８目大崎上島クリーンセンター費でございます。

この費目は、大崎上島町内から搬入されるし尿及び浄化槽汚泥の処理に要した費用でございます。
主な支出としては、次の34、35ページをお願いいたします。

13節委託料で平成24年度、25年度で行います、基幹整備事業のための施設整備事業発注仕様書の作成業務を実施しております。

36、37ページをお願いします。
９目施設整備費でございますが、この費目では、組合管内の全域を対象とした新たな共同処理施設の整備に係る事務事業を行っております。

主なものとしては、13節委託料で、一般廃棄物処理施設造成基本設計等策定業務を実施しております。
４款１項１目元金及び２目利子でございますが、これらの費目は、一般廃棄物処理施設の新設や修繕工事に伴う長期借入金に対する償還金でございます。

38、39ページをお願いいたします。

５款予備費につきましては、充用がありませんでした。

以上、歳出総額は34億8,062万5,667円でございました。

続きまして41ページをお願いいたします。
実質収支に関する調書でございますが、繰越事業及び繰越金がございませんので、形式収支並びに実質収支ともに０円でございます。

44ページ、45ページをお願いいたします。

これは、財産に関する調書のうち土地及び建物に関するものでございます。

46ページをお願いいたします。
物品につきましては、工事作業機器で賀茂環境衛生センターの油圧ショベルを１台廃棄し、新たに１台購入をしたものでございます。また、船舶車両の車両につきましては、決算年度中に１台を廃棄し、新たに１台をリース契約したものでございます。
また、決算に関する書類として、平成23年度主要な施策の成果に関する説明書、平成23年度広島中央環境衛生組合一般会計歳入歳出決算審査意見書を添付しておりますので、併せてご覧いただきたいと思います。

以上で、平成23年度広島中央環境衛生組合一般会計歳入歳出決算の認定について説明を終わります。

どうぞよろしくお願いいたします。
○議長（家森建昭議員）　説明が終わりました。

本案に対する質疑を行います。
　　　　　　　　　　　　　　（「なし」との声あり）
○議長（家森建昭議員）　質疑を終結します。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」との声あり）

○議長（家森建昭議員）　次に、賛成討論の発言を許します。

（「なし」との声あり）

○議長（家森建昭議員）　これにて討論を終結します。

これより採決いたします。

議案第６号「平成23年度広島中央環境衛生組合一般会計歳入歳出決算の認定について」は、原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。
（賛成者挙手）
○議長（家森建昭議員）　挙手全員であります。よって、本案は認定することに決しました。
ここで暫時休憩をいたします。
（午後３時33分　休憩）

…………………………………………………＊…………………………………………………

（午後３時41分　再開）
○議長（家森建昭議員）　再開いたします。

○議長（家森建昭議員）　日程第８、一般質問を行います。

ここで念のため申し上げておきます。一般質問は、発言時間は35分以内となっております。また、当初の発言は登壇をして質問され、２回目以降の再質問からは自席で行ってください。
それでは、一般質問の通告がありますので４番松本議員の一般質問を許します。

◎４番（松本進議員）　議長、４番。

○議長（家森建昭議員）　４番松本進議員。

◎４番（松本進議員）　（登　壇）
こんにちは。竹原市の松本進です。発言通告に従って一般質問をいたします。

　まず第１番目の質問は、当組合が計画しております日量300トンの大規模焼却施設、これについて管理者にお尋ねしたいと思います。

　12月８日に、ご存じのように12月８日に閉幕しました国際気候変動枠組条約第18回締約国会議、いわゆるCOP18は、地球温暖化は加速しており対策は急務だとしております。

二酸化炭素の排出削減は重要な課題であります。
ところが竹原市は、ごみ収集の70パーセントをごみとして焼却処理しております。ごみ焼却ありきの行政では、地球温暖化防止という大きな流れに逆行いたします。
　そこで、管理者に質問いたします。竹原市は2006年度ごみ処理量の約70パーセントを可燃ごみとして焼却処理をしております。その可燃ごみの組成を分析いたしますと、64パーセントが、紙、布類、ビニール類、合成繊維、ゴム類、竹や木、藁類、18パーセントが不燃物類、５パーセントが家庭の生ごみ類、その他が13パーセントであります。
この可燃ごみを、資源化、リサイクル化、再生化すれば、300トン日量の大規模焼却施設は必要ないと私は考えるものであります。この可燃ごみを焼却処理するのではなくて、有効な資源として活用することは十分可能ではないでしょうか。この可燃ごみを資源としてどのように検討されていますか。管理者にお尋ねしたいと思います。
次は一般廃棄物処理施設基本計画、14ページにはこれまで資源物とされてきた牛乳パックや布類、毛布類、食品トレー等、焼却処理することになっております。何故こういった焼却処理をしなければいけないのでしょうか。
３点目に、提案になろうかと思いますが、例えば家庭の生ごみを堆肥化して販売するとか、これを事業化して新たに雇用を創出する等、一般廃棄物、これを資源化することを検討されたことはあるでしょうか。一般行政区では小規模でコストに課題があり困難だとしても、組合全体で取り組めば資源化は可能ではないでしょうか。管理者の明確な答弁を求めておきます。

２点目には、新施設焼却、ごみ焼却施設等、これに伴う住民合意と課題についてお尋ねします。公害防止協定、平成10年５月15日付けの公害防止協定第７条の５号は、次の事項を遵守するとしています。甲は、賀茂広域行政組合のことでありますけれども、甲は将来において、し尿処理施設及びごみ処理施設の拡張はしないものとする。また、センター以外のいわゆる迷惑施設といわれるものは、将来とも三永地区に建設しない、このように明記しています。管理者はこの事項の順守をどのように認識されていますか。お尋ねします。また、この解釈を見てみますと、住民合意なしにはこの建設は絶対にしない、こういった管理者の決意が必要ではないかと私は考えていますが、どうでしょうか。
次に、住民合意、住民３団体とこの合意を得るための説明会の現状、課題は何でしょうか。管理者の明確な答弁を求めておきます。以上です。

○議長（家森建昭議員）　答弁を求めます。

◎管理者（藏田義雄管理者）　議長、管理者。

○議長（家森建昭議員）　藏田管理者。

◎管理者（藏田義雄管理者）　（登　壇）
　松本議員からのご質問の中身、ご質問の大規模のごみ焼却炉は、この日量300トンの施設でございますが、本当に必要なのかについて答弁を申しあげます。
　１点目の可燃ごみを資源として活用することについて検討されたのかとのご質問でございますが、このことにつきましては本組合の設立にあたりまして、２市１町で策定をいたしました一般廃棄物処理施設整備基本構想の中で、ごみの処理システムの検討をしてきたところであります。検討内容といたしましては、将来の共同処理施設といたしまして最終処分量をゼロにできること、環境面の負荷の軽減が図れること、経済的に有利であること、このことを基本理念として、現在資源化されていない廃棄物につきまして、ガス化溶融施設とその他の資源化施設との複合施設も含めた、６つの処理システムを設定をいたし、地球温暖化防止に関わりますCO2発生量と、建設費、維持管理費に関わる経済性について、比較評価を行ってきたところであります。その結果といたしまして、ガス化溶融施設の単体によります処理システムが、CO2の発生量、経済性の利便性においても有利であったことから、２市１町の共同処理施設としてはガス化溶融施設単体を整備方針としたところでございます。
また、可燃ごみを資源化、リサイクル化、再生化すれば日量300トンの大規模焼却施設は必要ないとのご意見につきましては、２市１町で策定をいたしました一般廃棄物処理基本計画に基づきまして、現計画段階で予測されております最大の処理量を想定しておりまして、施設規模日量300トンの各市町の内訳は、人口の増減や排出ごみ量の推計等から、今後２市１町の資源化等によります排出量の減量を考慮いたしながら、東広島市が日量259トン、竹原市が日量32トン、大崎上島町が日量９トンといたしておりまして、現在の計画では、広域処理に必要な一定規模の施設整備は必要と考えておるところであります。
しかしながら、議員のご指摘のとおり、今後の２市１町の排出段階での可燃ごみの資源化、またリサイクル化、再生化が実施され、焼却処理量が減少することとなれば、規模の縮小も可能ではないかと考えておるところであります。最終的な施設の決定までには、各市町における排出量の見込みを精査した上で、規模を決定していきたいと考えておるところであります。
２点目の、現在資源物とされてきたものまで焼却処理するのかについてでございますが、本計画におきましてはガス化溶融処理方式の性能を勘案をいたしながら、ごみの持つエネルギーの有効利用、またごみ処理経費の縮減、住民負担の軽減等を考慮いたしまして、２市１町の現状の分別種をもとに、新施設で処理可能なごみ種を想定したものでございます。　

排出段階での最終的なごみの分別種につきましては、今後の２市１町の検討の中で決定されることとなる訳でありますが、組合といたしましては、処理対象ごみの確定によりまして、新施設の施設規模が決まってまいりますので、先ほどの答弁と重なるところがある訳でありますが、２市１町と協議をする中で調整をしてまいりたいと考えております。
３点目の家庭用生ごみを堆肥化して販売すれば雇用の創出にもなるので、資源化等の検討をしたことがあるのかというご質問でございますが、また１行政区では困難でも組合全体で取り組めば資源化が可能ではないかとのご質問でございますが、ご指摘の生ごみの処理につきましては、一般廃棄物処理施設整備基本構想のごみ焼却処理施設整備計画の中で、２市１町の共同処理施設の処理システムの検討にあたりまして、堆肥化、メタン化、炭化及びＲＤＦ化等の複合施設について、比較評価をしておるところであります。その経過につきましては、先ほど述べさせていただいたとおりでありますが、複合施設ではなく、ガス化溶融施設単体による処理システムがCO2の発生量、経済性のいずれにおいても優位であったという事から、２市１町の共同処理施設としての整備方針としたところでございます。本計画におきましては、ガス化溶融方式を採用することによりまして、既存の３つの施設では出来なかった、ごみの持つエネルギーを利用した発電によりますサーマルリサイクルを行うとともに、従来の焼却施設では埋立処分するしか出来なかった焼却灰についても全て資源化を行いながら、新たな最終処分場を必要としないごみ処理システムの構築を目指すものであります。
　次に、新施設整備に伴います住民合意と課題についてご答弁を申しあげます。
　１点目の、公害防止協定事項の遵守をどのように認識しておるのかというご質問でございますが、また住民合意なしにはこの建設は絶対に強行しないという管理者としての決意を聞きたいとのことでございます。公害防止協定書の持つ意味は非常に重く、当然遵守しなければならないと認識をいたしておるところでありますが、その中で議員ご指摘のセンター以外のいわゆる迷惑施設は将来的に三永地区には建設をしない、との条項があるにも関わらず、結果的に三永地区でお願いせざるを得なくなった理由といたしまして、本計画ではこれまでの東広島市単独の施設計画ではなく、新たに竹原市と大崎上島町を加えた２市１町の新たな広域処理に伴います、共同処理施設を整備することとなりまして、新施設の建設候補地につきましては、２市１町の全域を対象範囲として検討を行いまして、広域処理におきまして考慮すべき条件として、特に２市１町の位置関係や道路交通網の整備状況、また収集運搬効率や事業費の縮減等の有効性におきまして、他に求める事が出来ない位置条件もあることから、現在の位置を最終判断したものであります。
当該処理施設は、市民生活におきまして必要不可欠な施設であること、また広域処理の必要性につきましてもご理解をいただいた上で、ご協力をいただきますようお願いをいたしておるところであります。当然ではありますが、住民の皆様の安全安心を確保するためにも、新施設の整備にあたりましては最新鋭の技術を採り入れ、公害防止対策におきましても最大限努めてまいりたいと考えておるところであります。
　２点目の住民合意を得るための説明会の現状、課題は何かについてでありますが、新施設の整備に関係いたします３団体につきましては、昨年の12月から新施設の概要、建設候補地の決定及びその事業スケジュール等についても、説明会を実施をいたしておるところであります。その中におきまして、こうした廃棄物処理施設の建設に対しましては、その必要についてはご理解をいただいておる訳でありますが、近くに出来ることに対しましては、誰もが嫌がる施設でありまして、出来れば他でやってもらいたいという方が殆どでございます。また先ほど申し上げました協定事項につきましても、理由の前に守るべきものだという意見もあり、当然のことと認識をいたしておるところであります。
しかしながら、地元の皆様方にはこれまでのこの施設から悪臭や大気等の、いわゆる公害の発生が無かった事等、組合として施設の維持管理に細心の注意を払いながらの運転に対するご理解も示していただいておるところであります。今後も新たな施設の建設につきましても、地元の皆様に信頼をしていただけるよう十分な説明を尽くしてまいりたいと考えておりますので、議員の皆様におかれましても、何卒ご支援ご協力をお願いをするものであります。
◎４番（松本進議員）　はい。

○議長（家森建昭議員）　４番松本進議員。

◎４番（松本進議員）　時間の関係もありますけれども、私が言った確かに建設の規模とそのごみ処理の内容ということを、あえて管理者がおられるから指摘したいと思うんですけれども、先ほどの資料では５ページのところにあるように、賀茂環境衛生センターでは５万7,300トン余り集めてその88パーセント、約９割を焼却している。だから、この焼却した９割のうちを、もっと資源化、再生化、リサイクル化できるんじゃないか。少なくともそれを検討すべきじゃないかという事を私は言っているけれども、明快な答弁がありません。それと竹原市の場合も見てみますと、旧安芸津町と一緒に処理していますから１万1,192トン、全体で集めたうち91パーセントを焼却処理しているんですね。だからこの中の処理したものをさっき言った組成分析では、13パーセントの不燃物以外は可能だと、大雑把にいえばね。だから、そこはきちっと検討して先ほど言ったように、竹原で言ったら13パーセントの不燃物以外は全部いろいろリサイクルできるよという結果、検討した結果が、こういう大規模施設建設に繋がったというんならまだ説明、市民の方に理解が得られると思うんだけれども、９割以上、集めた中の９割、91パーセントは燃やしている現実、これをやっぱり再生可能なリサイクル化、資源化、これを目に見える形で検討しないでおってね、このまま進めること自体が、私は市民の理解を得ることは私は困難だと。それと同時に、先ほど言った大枠ですけれども地球温暖化、燃やしたらこれだけ地球があったかくなって大ごとになるよと。これは世界的規模でね、この一つの組合でどうこうなるという考えかもしれないけれども、やっぱり一つの自治体で可能なこれからの世界的な流れはやっぱり、燃やさないで資源化、再生化、リサイクル化。これをやっぱり原点にしないといけない。あえて指摘、参考にしとくと、四国の小さい2,000人位の町だけれどもね、もうご存知だと思うんだけれども、ごみゼロ作戦というんでそこの小さい町は焼却施設を持っていないんでしょうけれども、何十分類というのか細かく分類して、ほんと手間がいりますよね。そこに市民が協力するためには５年10年、まだかかるかもしれない。ですから私はそういった資源化のための市民のいろんな協力を含めて、今からやっぱりやっていけばリサイクル化、資源化、再生化をやっていけば、私はまだ間に合うと。300トンなんか、こういう施設が要るのかという風に私は指摘せざるを得ないんですね。その点何かあればちょっと一言ね、もう一回私は燃やしている９割、ここのをもう一回資源化を検討すべきだとという事についてご答弁願いたいのと、２点目はやっぱり、住民合意の問題ですよ。やっぱりここは先ほど言った協定書を読む限りは出来ない、というのが誰が見てもはっきりしていますよ。それを敢えてやろうと思ったら、これを破棄するか住民、そこの関係者に分かったと、この約束があるけれどもどうしても必要ならわかりました、新たに建設しましょう、という理解を得たような、そのことが住民が理解を私は得ることが必要だ。それがないのに、さっささっさと行ってから、日程だけ決めて着工するという事は私はあってはならん、という事でもう一回管理者に聞きたいのは、住民合意が大前提だと、協定は守るということだけちょっと明言して下さい。
○議長（家森建昭議員）　答弁を求めます。

◎事務局長（西国豊事務局長）　議長、事務局長西国。

○議長（家森建昭議員）　西国事務局長。

◎事務局長（西国豊事務局長）　はい、２点ほど再質問をいただきました。リサイクル、８割９割のごみ、可燃ごみについてリサイクルを考えはないかという事なんですが、先ほどご答弁申し上げましたように、各市町でですね、例えば燃やせるごみの中の大きな部分を占めるものがやはり紙ごみとか、といったものが非常に多くなる訳でありまして、紙というのはやっぱり再資源されるものであります。といった事から、そういった事も含めて住民の方にお願いするという事で、今現在各市町の廃棄物の担当においてそれを検討されております。ですから先ほど申しましたように、あくまでも建設費をできるだけ縮減するために、各市町の担当におきましては、そういった事を検討されているという事でございます。それから住民合意の事なんですが、確かに住民合意を得ての話という事になる訳なんですけれども、先ほど申しましたように今現在住民合意に向けてですね、我々一生懸命説明を行っております。３月４日の先ほどの中国新聞の記事ですが、環境アセスを実施するという風になっておりましたけれども、その住民合意を得るために現在実は環境アセスの方が非常に遅れております。で何回も言うようなのですが、住民合意というものを我々ほんとに最大の重点事項という風にとらえて、今現在説明をしておりますので、それが徐々に合意に傾きつつある状況であるという事をちょっとお伝えしまして、答弁とさせていただきます。
◎４番（松本進議員）　終わります。
○議長（家森建昭議員）　以上で松本進議員の一般質問を終わります。
…………………………………………………＊…………………………………………………
○議長（家森建昭議員）　以上をもちまして、本定例会に付議された案件の審議及び一般質問は全て終了いたしました。

閉会に当たり管理者からあいさつがありますので、これを許します。
◎管理者（藏田義雄管理者）　議長、管理者。

○議長（家森建昭議員）　藏田管理者。

◎管理者（藏田義雄管理者）　平成24年第２回広島中央環境衛生組合議会定例会の閉会にあたりまして、ごあいさつを申し上げます。
議員各位におかれましては、提案をいたしました議案につきまして、慎重なるご審議の上ご決定を賜りましたこと、衷心より厚く御礼申し上げます。

皆様のお力をお借りしながら、今後ともより効果的な事業推進に全力を傾注してまいりたいと考えておりますので、今後とも一層の御理解と御支援を賜りますように、お願いをいたすところであります。

終わりに、議員の皆様方におかれましては、くれぐれもお身体ご自愛の上、ご活躍になりますようお祈りを申し上げますとともに、明くる年が皆様にとりまして輝かしい年となりますことをご祈念を申し上げまして、閉会に当たってのあいさつとさせていただきます。

本日は、誠にありがとうございました。
○議長（家森建昭議員）　本日は、議員各位のご協力を頂きまして、会議を終了することができました。 
これをもちまして、平成24年第２回広島中央環境衛生組合議会定例会を閉会いたします。
大変ご苦労様でございました。

（午後４時18分　閉　会）

…………………………………………………＊…………………………………………………
以上のとおり会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、地方自治法第123条第２項の規定により、ここに署名する。
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